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1. 設計の背景
　私が住む兵庫県明石市は「海峡のまち あかし」と言われ，
東西に 15.6km に渡って瀬戸内海に接している。国道や線路
も海岸沿いに走り，通勤，通学など，毎日の生活の中で海を
目にする人も多い。その為，海や明石海峡大橋がすぐ目の前
に広がる風景を当たり前のものとし，魅力に気づかず，多く
の人があまり関心を持たずに生活しているように感じた。一
方，日本財団が 2017 年に発表した「海に関する意識調査」
からは，「海にとても親しみを感じる」という設問に対し，
10代は約 4割（42.5%），20代は約 3割（36%）がそうでは
ないと回答している。つまり，10・20 代の若年層が海に身
近さを感じない，愛着をあまり持っていないということが分
かった。
2. 計画地
　兵庫県明石市朝霧，JR 朝霧駅から駅南側に位置する大蔵
海岸公園までとする。目の前には大蔵海岸が広がり，夏には
海水浴客で賑わう。駅南側に位置する大蔵海岸公園はこども
広場や BBQ サイト，スーパー銭湯などがあり，海水浴だけ
でなく，砂浜にはビーチスポーツのコートも設置されるなど，
四季を通して楽しめるレジャーが充実している。しかし，海
岸沿いに走る線路を境に南北に約 12m の高低差があり，駅
南側に出るには，跨線橋を渡らなければならず，市民のアク
ティビティが分断されていると感じた。
2-1　歩道橋事故
　18 年前に開催された明石市民夏まつりの花火大会では，
朝霧駅と大蔵海岸を繋ぐ歩道橋の上で，群衆雪崩の事故が起
きた。この事故では，多くの負傷者と 11 人の死者がでた。
事故の一番大きな原因は，歩道橋がボトルネックになってい
ることだった。幅約 6m の歩道橋にいた見物客が，歩道橋の
半分ほどの幅 3mの階段に押し寄せ，混雑を招き数人が転倒，
それに巻き込まれ群衆雪崩が起きた。また，同年 12 月には
埋め立ての砂浜が陥没し，幼い少女 1 人が亡くなった。これ
らにより朝霧の歩道橋，大蔵海岸には悪印象が残った。
3. 目的
（1）駅と海岸，地域の人や訪れる人を繋ぎ，コミュニティの
創出の場とすることで地域の活性化を図る。
（2）海を『見る』だけでなく，海に入らなくても波の音や潮
風などを『感じる』ことでより海への親しみを持ち，自分　
たちの住む明石の魅力に気付いてもらうことを目的とする。
（3）計画地である朝霧で起きた花火大会などの事故によって
出来たマイナスイメージを払拭し，再び，多くの人が集まる
ような賑やかなイベントを開催し，訪れる人たちの繋がりが
深まる場所になることを目的とする。
4. 設計の概要
　本計画では，大蔵海岸公園のこども広場までのびた車道を，
途中（広島中央）までとし，芝生広場に変える。そして，大
蔵海岸公園のエリアを 3 つに分け第 1 期，2 期，3 期と段階
的に整備を行う。今回の第 1 期提案では遊歩道とつながる階
段周辺を対象とした。
4-1 遊歩道
　明石海峡のイメージから海，そこから波紋が思い浮かんだ。
波紋が円や輪のまま大きく広がる様と，人と人との繋がりが
広がることを結び付け，遊歩道のデザインに取り入れた。円
弧を用いることで道を曲線にし，柔らかく，親近感のある優
しい印象になるようにした。また，道にカーブができ，進行
方向を向いていても自然と海や明石海峡大橋，淡路島などの
景色が目に入る。これによって，立ち止まる，会話するなど
アクティビティが生まれ，ただ渡ることだけが目的とならず，
渡ること自体を共に楽しむことができる。
4-2　カフェ
　海側をガラス張りにして，光を多く取り入れ，明るい空間
で外の景色を楽しみながら休憩できるカフェとした。また，
階段状に席を設けることで，席によって視線の高さが変わり
それぞれの景色を楽しむことが出来る。それも，この場所の
話題性の 1つとする。
4-3　キッズプレイ
　2 階のキッズプレイでは，大蔵海岸公園の外部広場で遊ぶ
ことが出来ない雨天の場合などでも子供達が遊ぶことができ
る。また近くで親が見守りながら滞在出来る空間にする。保
護者同士のコミュニケーションが生まれ，地域の繋がりが深
まるきっかけとなる。
4-4　イベントスペース
　1 階の室内のイベントスペースでは，夏以外の季節にもに
ぎわいがある様に計画した。夏にはもちろん海水浴客に向け
たレジャー用品の一時販売を行う。そのほかの季節には，地
域の人や学生の作品展示などを行えるようにする。市民の運
営により，用途に合わせて使用する多目的な空間とした。また，
屋外にも広場を設け，フリーマーケットやマルシェなどを開
催し，地域の人や訪れる人の繋がりを深める場とする。
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5. 今後の課題
　今後，2期こども広場の充実，3期市民のアクティヴィティ
の充実と順に大蔵海岸にあるレジャーを残しつつ，それぞれ
のエリアごとに整備を行う。それによって，より多くの人が
それぞれの楽しみ方，居場所を見つけ，明石の海に親しみを
持てるようになり，地域の活性化につながることが出来ると
考える。
参考文献
・大蔵海岸公式サイト ,　http://www.okura-beach.jp
・明石市ホームページ ,　http://www.city.akashi.lg.jp　
・日本財団 ,　「海と日本」に関する意識調査 , 
 https://www.nippon-ndation.or.jp/who/news/pr/2017/20170714-
 22751.html
図1　配置図兼屋上平面図
図2　1階平面図
図3　2階平面図
図4　A-A’断面図
図6　模型写真
図5　南立面図
卒業論文要旨.indd   88 19/11/25   20:13
?????? ??? ? ???
 
 
 
?????? ??? ? ???
88 生活環境学研究 No.7 2019
 
 
1. 設計の背景
　私が住む兵庫県明石市は「海峡のまち あかし」と言われ，
東西に 15.6km に渡って瀬戸内海に接している。国道や線路
も海岸沿いに走り，通勤，通学など，毎日の生活の中で海を
目にする人も多い。その為，海や明石海峡大橋がすぐ目の前
に広がる風景を当たり前のものとし，魅力に気づかず，多く
の人があまり関心を持たずに生活しているように感じた。一
方，日本財団が 2017 年に発表した「海に関する意識調査」
からは，「海にとても親しみを感じる」という設問に対し，
10代は約 4割（42.5%），20代は約 3割（36%）がそうでは
ないと回答している。つまり，10・20 代の若年層が海に身
近さを感じない，愛着をあまり持っていないということが分
かった。
2. 計画地
　兵庫県明石市朝霧，JR 朝霧駅から駅南側に位置する大蔵
海岸公園までとする。目の前には大蔵海岸が広がり，夏には
海水浴客で賑わう。駅南側に位置する大蔵海岸公園はこども
広場や BBQ サイト，スーパー銭湯などがあり，海水浴だけ
でなく，砂浜にはビーチスポーツのコートも設置されるなど，
四季を通して楽しめるレジャーが充実している。しかし，海
岸沿いに走る線路を境に南北に約 12m の高低差があり，駅
南側に出るには，跨線橋を渡らなければならず，市民のアク
ティビティが分断されていると感じた。
2-1　歩道橋事故
　18 年前に開催された明石市民夏まつりの花火大会では，
朝霧駅と大蔵海岸を繋ぐ歩道橋の上で，群衆雪崩の事故が起
きた。この事故では，多くの負傷者と 11 人の死者がでた。
事故の一番大きな原因は，歩道橋がボトルネックになってい
ることだった。幅約 6m の歩道橋にいた見物客が，歩道橋の
半分ほどの幅 3mの階段に押し寄せ，混雑を招き数人が転倒，
それに巻き込まれ群衆雪崩が起きた。また，同年 12 月には
埋め立ての砂浜が陥没し，幼い少女 1 人が亡くなった。これ
らにより朝霧の歩道橋，大蔵海岸には悪印象が残った。
3. 目的
（1）駅と海岸，地域の人や訪れる人を繋ぎ，コミュニティの
創出の場とすることで地域の活性化を図る。
（2）海を『見る』だけでなく，海に入らなくても波の音や潮
風などを『感じる』ことでより海への親しみを持ち，自分　
たちの住む明石の魅力に気付いてもらうことを目的とする。
（3）計画地である朝霧で起きた花火大会などの事故によって
出来たマイナスイメージを払拭し，再び，多くの人が集まる
ような賑やかなイベントを開催し，訪れる人たちの繋がりが
深まる場所になることを目的とする。
4. 設計の概要
　本計画では，大蔵海岸公園のこども広場までのびた車道を，
途中（広島中央）までとし，芝生広場に変える。そして，大
蔵海岸公園のエリアを 3 つに分け第 1 期，2 期，3 期と段階
的に整備を行う。今回の第 1 期提案では遊歩道とつながる階
段周辺を対象とした。
4-1 遊歩道
　明石海峡のイメージから海，そこから波紋が思い浮かんだ。
波紋が円や輪のまま大きく広がる様と，人と人との繋がりが
広がることを結び付け，遊歩道のデザインに取り入れた。円
弧を用いることで道を曲線にし，柔らかく，親近感のある優
しい印象になるようにした。また，道にカーブができ，進行
方向を向いていても自然と海や明石海峡大橋，淡路島などの
景色が目に入る。これによって，立ち止まる，会話するなど
アクティビティが生まれ，ただ渡ることだけが目的とならず，
渡ること自体を共に楽しむことができる。
4-2　カフェ
　海側をガラス張りにして，光を多く取り入れ，明るい空間
で外の景色を楽しみながら休憩できるカフェとした。また，
階段状に席を設けることで，席によって視線の高さが変わり
それぞれの景色を楽しむことが出来る。それも，この場所の
話題性の 1つとする。
4-3　キッズプレイ
　2 階のキッズプレイでは，大蔵海岸公園の外部広場で遊ぶ
ことが出来ない雨天の場合などでも子供達が遊ぶことができ
る。また近くで親が見守りながら滞在出来る空間にする。保
護者同士のコミュニケーションが生まれ，地域の繋がりが深
まるきっかけとなる。
4-4　イベントスペース
　1 階の室内のイベントスペースでは，夏以外の季節にもに
ぎわいがある様に計画した。夏にはもちろん海水浴客に向け
たレジャー用品の一時販売を行う。そのほかの季節には，地
域の人や学生の作品展示などを行えるようにする。市民の運
営により，用途に合わせて使用する多目的な空間とした。また，
屋外にも広場を設け，フリーマーケットやマルシェなどを開
催し，地域の人や訪れる人の繋がりを深める場とする。
清水 結香
［指導教員：武庫川女子大学教授　黒田 智子］
キーワード：海，遊歩道，駅
繋ぐ
―明石海峡が見える遊歩道の提案―
生活環境学研究 No.7 2019 89
 
5. 今後の課題
　今後，2期こども広場の充実，3期市民のアクティヴィティ
の充実と順に大蔵海岸にあるレジャーを残しつつ，それぞれ
のエリアごとに整備を行う。それによって，より多くの人が
それぞれの楽しみ方，居場所を見つけ，明石の海に親しみを
持てるようになり，地域の活性化につながることが出来ると
考える。
参考文献
・大蔵海岸公式サイト ,　http://www.okura-beach.jp
・明石市ホームページ ,　http://www.city.akashi.lg.jp　
・日本財団 ,　「海と日本」に関する意識調査 , 
 https://www.nippon-ndation.or.jp/who/news/pr/2017/20170714-
 22751.html
図1　配置図兼屋上平面図
図2　1階平面図
図3　2階平面図
図4　A-A’断面図
図6　模型写真
図5　南立面図
卒業論文要旨.indd   89 19/11/25   20:13
